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今夏の災害発生時の熱中症対策について（周知依頼） 
 
 平素より熱中症対策の推進につきましては格別の御協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 
近年、熱中症による健康被害が数多く報告されており、気温の高い日が続くこれからの時期に

備え、国民一人ひとりに対して熱中症予防の普及啓発・注意喚起を行う等、対策に万全を期す

ことが重要です。 
また、例年、夏季に多くの災害が発生しているところですが、気温や湿度が高い日には、生活環

境、作業内容、体調等の状況次第で被災住民、ボランティア等の方々が熱中症にかかる危険性が高

まるため、十分に対策を行うことが重要です。停電等により冷房器具が使用できない状況において

は一層注意が必要です。災害に備えて平時より、熱中症についての普及啓発を実施するとともに、

熱中症対策に資する備品等を準備しておくことが望まれます。 
さらに、今年度は、令和２年５月４日の新型コロナウイルス感染症対策専門家会議において「新

型コロナウイルスを想定した『新しい生活様式』」が示されました。新型コロナウイルスの出現

に伴い、今後は、一人ひとりが感染防止の３つの基本である①身体的距離の確保、②マスクの

着用、③手洗いや、「３密（密集、密接、密閉）」を避ける等の対策を取り入れた生活様式を実

践することが求められています。災害時においても、十分な感染症予防を行いながら、熱中症

予防を実施していただくことが重要です。 
以上のことから、災害への備えの一環として、別紙１～２の内容について、関係者（都道府県に

おかれては保健所設置市・特別区を除く貴管下市町村等を含む）に周知いただきますよう、お願い

いたします。特に、災害時の熱中症対策については、防災担当部局ともよく連携して御対応いただ

きますようお願いいたします。 
 
 
別紙１：熱中症対策に関する周知の内容例 
別紙２：熱中症予防に関するウェブサイト 
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（別紙１） 

熱中症対策に関する周知の内容例 

 
１．令和２年度の熱中症予防行動 
新型コロナウイルスの出現に伴い、感染防止の３つの基本である①身体的距離の確保、②マスク

の着用、③手洗いや、「３密（密集、密接、密閉）」を避ける等の「新しい生活様式」が求められて

います。このような「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイントは以下のとおりです。 

  
（出典）環境省・厚生労働省「令和２年度の熱中症予防行動」より 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 



２．熱中症が疑われるときの対応 

 
 （出典）環境省リーフレット「熱中症 ～ご存じですか？予防・対処法～」 

 
３．作業時の注意事項（１、２に加え） 
（１）作業管理者は作業開始前に、作業者の体調を確認し、体調が悪い者は作業を行わないよ

うにする。 
（２）作業管理者は日陰を確保して一定時間ごとに必ず休憩を設ける。 
（３）作業管理者は作業者の作業状況等をこまめに確認し、体調不良が疑われる場合には 

すぐに涼しい場所での休憩を指示する。 
（４）作業者できるだけ２人以上でお互いの体調を確認しながら作業を行う。 
 
４．避難所等における注意事項（１、２に加え） 
（１）市町村は、避難所における採光量を調節するとともに、扇風機やエアコン等を設置

して、避難所の気温・湿度を調整する（可能であれば暑さ指数（WBGT）も測定す

る）。 
（２）市町村は、避難所におけるトイレを十分に確保し、避難者等が水分補給をためらう

ことがないよう環境を整備する。 
 



（３）市町村は、避難所における飲料を十分に確保し、避難者等にこまめな水分補給を心

がけるよう呼びかけを行う。 
（４）市町村は、高齢者、障害者等の熱中症のリスクが高い方については、ホテル・旅館

等への避難についても検討する。 
（５）避難所の気温・湿度の管理が難しい場合等は、避難者等に対して保冷剤、氷、冷た

いタオル、濡れたタオル等で首や脇等の太い血管が通っているところを冷やすよう

促す。 
（６）被災や避難生活による疲労や寝不足等による体調不良、栄養不足等により熱中症の

リスクが高くなる可能性があるため、避難者等に対して普段以上に体調管理を心掛

けるように促す。 
（７）熱中症が疑われる症状が出た際には、適切に医療機関を受診するようにする。 



（別紙２） 

熱中症予防に関するウェブサイト 
 

 環境省ウェブサイト 
環境省のウェブサイト「環境省熱中症予防情報サイト」では各種普及啓発資料や、熱中

症のかかりやすさを示す「暑さ指数（WBGT）」を公表しています。 
 
「環境省熱中症予防情報サイト」（https://www.wbgt.env.go.jp/ ） 検 索｜環境省 熱中症  
 

 
 
 
 

 
  

 
 厚生労働省ウェブサイト 

 厚生労働省のウェブサイト「熱中症関連情報」では、熱中症予防に対する厚生労働省 
の取組や、職場における労働衛生対策などを掲載しています。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/index.html 
 
 
 

携帯電話用 QR コード 
https://www.wbgt.env.go.jp/kt/ 

スマートフォン用 QR コード 
https://www.wbgt.env.go.jp/sp/ 


